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鹿児島の動物47 奄美大島のフイリマングース
動物担当 池 俊人

この写真は，2018年４月に本館３階に設置

された展示です。奄美大島の森林を模したジ

オラマ内には，アマミノクロウサギやアマミ

トゲネズミ，ケナガネズミ，アマミヤマシギ，

アマミイシカワガエル，アマミハナサキガエ

ルなどの希少動物とともに，外来種フイリマ

ングースが展示されています。奄美大島にマ

ングースが移入・定着したことで，一体何が

起こったのでしょうか。

マングース移入後に起こったこと

1 9 7 9年

に 奄 美 大

島 に 放 さ

れ た マ ン

グースは，

在 来 種 で

あ る 上 記

の 在 来 動

物 を 捕 食

して，一時は島内で１万頭以上にも増えたと

考えられています。それとともに，在来動物

の生息数や分布域は減少して，絶滅のおそれ

が高まってしまったのです。

ジオラマ内のフイリマングース剥製

奄美大島の希少動物とフイリマングースの展示

マングースの完全排除に向けて

奄美大島

を本来の生

態系に戻す

ために，国

は2000年か

らマングー

スの本格的

なの駆除に

乗り出しま

した。その

結果，マングースの数は減少して生息域も

年々小さくなり，今では島内にすむのは百頭

以下と推定されています。

また，マングースの減少とともに，アマミ

ノクロウサギなどの在来動物の数が増えて，

生息地も広がってきたことが確かめられてい

ます。近い将来，マングースの完全排除が実

現することが期待されています。

ノネコ問題

マングースに代わって大きな問題となって

いるのが，ノネコやノイヌです。ペットとし

て飼われていた猫や犬が捨てられて野生化

し，やはり在来動物を捕食してしまうのです。

ノネコの供給源となる野良ネコへの不妊去勢

手術やノネコの捕獲などの取組が，既に始め

られています。

マングースやノネコの他にも，鹿児島県内

では多数の外来種が定着して,生態系に様々

な悪影響を起こす例が増えています。マング

ースの例でも分かるように，一度定着した外

来種を排除するには多大な時間と労力が必要

なので，未然に移入を防ぐことが大切です。

マングースを捕獲するために

仕掛けられたトラップ（わな）

アマミノクロウサギを捕らえたノネコ
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